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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、高堅牢性分子認識センサシステムを開発すると共に、呼気センシングによる多次

元生体化学情報の時空間解析プラットフォームの構築を目指している。2021 年度は（A）高堅牢性

分子認識センサシステム、（B）多次元生体化学情報解析の基盤構築を目指してそれぞれ以下に

示す検討を行った。 

 

(A)高堅牢性分子認識センサシステム 

堅牢性と分子認識機能を兼ね備えたセンサの開発へ向けて、昨年までの固体材料表面におけ

る分子吸着状態評価に加え、本年度は金属酸化物チャネル上への分子認識機能付与に関する

検討を行った。新規静電噴霧法により分子認識層を金属酸化物半導体ナノ薄膜チャネル上に形

成した結果、分子センシングにおいて対象分子に対する検出感度の向上が観測された。堅牢なセ

ンサ材料への分子認識機能付与を目指す上記検討の一方で、分子認識機能を有するセンサ材

料への堅牢性付与の検討も行った。高分子-カーボン複合材料から成る分子センサの劣化メカニ

ズムをセンサ応答・分子構造による多角的評価に基づいて解明し、材料設計による長期安定動作

性を実証した。加えて、高湿度環境下における高感度分子センシング実現へ向けた新規除湿ナノ

デバイスの構築を行った。 

 

(B)多次元生体化学情報解析 

質量分析データを用いた生体呼気の識別限界探索へ向けて、２次元質量分析データマップか

らテクスチャ特徴を抽出して検体識別を行うデータ解析法を構築した。更に、現在までに構築して

きたデータ解析法を生体呼気センシングに適用し、20 人を対象とする個人認証を 97％以上の識

別精度で実証した。更に、生体ストレスと代謝物との相関性解明へ向けて、新たに脳波・血中酸素

濃度(SpO2)・皮膚電位の計測系を構築した。 
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